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　このほか日々のニュースを、公式インスタグラムで楽しく発信中。ぜひご覧ください。

オール⽮板で開発中
新名物「ヤイタリアカレー」試⾷会開催
　3月 8日 58 ロハスクラブで、やいたブランドに認
証されたヨーロッパ野菜「ヤイタリア」を使った（株）
壱番屋とのコラボカレー「ヤイタリアカレー」の試食
会が行われました。市内高校生や開発に携わったやい
た産業未来会議メンバーなどが参加し、改良に向け意
見を交換しました。ヤイタリアづくりを手掛ける 58
ロハスクラブの小森社長は、「オール矢板で、矢板の
農業・商業・観光を盛り上げる素晴らしい商品になれ
ば」と期待を込めて話しました。

「みんなにやさしい避難所」とは？
多様性を理解し、無理なく地域がつながるまちへ

　3月14日市役所で、市女性議会メンバーが作成した「み
んなにやさしい避難所のあり方についての提言書」の手交
式が行われました。これは、男女共同参画の視点から避
難所運営について検討を重ねたもので、多世代の意見や
感想などを集約したものです。塚田さんは、「相手を思いやり、
自分から考え、行動できる市民性が重要だと感じた。希薄
化している地域コミュニティが緩やかにつながる機会の創
出と、市の支援拡充にも期待したい」と話しました。 （左から）齋藤市長、（女性議会メンバー）塚田さん、蜷木さん

（株）ベスプラと県内初の連携協定を締結
令和７年からお元気ポイントがリニューアル

　３月 14日市役所で、矢板市と（株）ベスプラとの
連携協定締結式が行われました。この連携協定により、
お元気ポイント事業の参加者拡大と効率化が期待でき、
令和７年からは同社のアプリを活用することで、日頃
の歩数、脳トレ、食事や体調管理などの活動に対して
もポイントが付与できるようになります。遠山 CEO
は「矢板市のシニアが一層生き生きし、さらにすてき
なまちになるよう貢献したい」と話しました。 （左から）齋藤市長、（株）べスプラ 遠山代表取締役 CEO

拍⾞がかかるスポーツツーリズム
城の湯温泉センターを全国が注⽬する⼀⼤拠点に
　　
　3月14日市役所で、地域活性化起業人が着任し、委
嘱状が交付されました。これは、民間企業の知見やノウ
ハウを活用し、地方自治体が地域課題解決に取り組む
総務省の制度を活用したもので、矢板市では3人目。
　着任した鳥海さんは、「（株）エイジェックスポーツマ
ネージメントで培ったつながりや、サイエンスチームと連
携し、城の湯温泉センターをスポーツツーリズムの一大
拠点にすることを目指す」と意気込みを話しました。

（左から）齋藤市長、地域活性化起業人 鳥海  康暉さん、（株）エイジェック 江部
上席執行役員、（株）エイジェックスポーツマネージメント 坂巻部長、星野次長

学んだ成果を皆さんに発表！
⽮板公⺠館で「フェスタ in YAITA」開催

　2月17・18日矢板公民館で、第 24回フェスタ㏌ 
YAITA（市民講座発表会）が開催され、手編み教室や
華道教室など14の団体が、作品展示などを行いました。
これは、矢板公民館と農村環境改善センターで学んでい
る講座生が、その成果を広く発信することで、生涯学習
に対する理解と関心を高め、地域間交流の活性化など
を目的としています。来館者からは、「素晴らしい作品で
した。私も今後参加してみたい」との声がありました。

▲消防署員による事故車両からの救助訓練の様子 ▲消防団による災害備蓄品確認の様子

消防団・⾏政区・市・消防署が連携
⾃主防災組織との合同訓練実施

　3月 3日矢板小学校で、災害時の被害軽減などを目
的に行政区に設置されている自主防災組織と地元消防
団の合同訓練が行われました。会場では消防団による
避難所設営・救急救命・応急処置などの講習が行われ、
自治公民館では、避難訓練や災害時機材の確認を行う
と共に、その様子を映像で会場へ報告するなど、双方
の連携強化を図りました。参加者は、「ためになる知
識を得ることができた。訓練開催に感謝」と話しました。 ▲消防団による応急処置講習の様子

○正会員TOTOリモデルクラブ店

総合エネルギー（電気・ガス・灯油）＆リフォーム

お気軽にお問い合わせください。お見積りは無料です。
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▲最後の曲は応援にかけつけたOB・OGとチアダンスチームと共に

東ウィンドミュージック卒業記念コンサート
最後はみんなでジャンボリミッキー！

　3月9日東小体育館で、市内小学生の吹奏楽団「東ウィ
ンドミュージック」の単独コンサートが行われました。指
導者で元音楽教諭の小池先生やスタッフとして関わる保
護者など、地域が支え合い活動している東ウィンドミュー
ジックの来年度の部員は4人。観客からは「これを機会
に部員が増えてほしい」「楽しかった。来年も開
催してほしい」など。子どもたちの演奏は会場
を一つにし、心温まる時間を演出しました。 入部問い合わせ ▲中盤で開催されたじゃんけん大会の様子

⼩学⽣が読み聞かせにチャレンジ！
「ポットタイム with ⽮⼩ kids」開催

　3月 16 日、毎月第３土曜日に図書館で開催されてい
るおはなしポットの会による読み聞かせ「ポットタイム」
に矢板小の児童６人が読み手として登場しました。事前
におはなしポットの会から指導を受け、練習を重ねて迎
えた本番。聞き手の子どもたちから笑い声や歓声があが
り、とても和やかな読み聞かせとなりました。読み聞か
せをした児童は「緊張したけど、聞いてくれる人の反応が
あり、喜んでもらえてよかった」と笑顔で話しました。


